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表紙写真

2016 年熊本地震の地表地震断層の例

　2016 年 4月 16 日の地震（本震）によって現れた地表地震断層（益城町と御船町の境界）。標識の下に右横ずれ
の断層が確認できる。この付近は日奈久断層帯の高野ー白旗区間として活断層の存在が示されていた地域である。
4月 14 日の前震の震央に近いところだが、前震ではこの表層地震断層は生じなかった。この地域には断層崖に囲
まれた地溝状の地形が発達しており、御船町高木地区から牛ヶ瀬地区にかけて右横ずれの地表地震断層が点々と現
れている。2016 年 5月 27日撮影。	 　　　															　　　　　　　　　　　（写真・解説：池上直樹）


